
新   旧   対   比   表 
 

【通知預金規定】（通帳式） 
改  正  後 改  正  前 

５．（預金の解約） 
（1） この預金を解約するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名押印してこの通帳

とともに提出してください。 
 
（2） 解約は預金１口ごとに取り扱います。その一部の解約はいたしません。 
 
（3） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

５．（預金の解約） 
（1） この預金を解約するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名押印してこの通

帳とともに提出してください。 
 
（2） 解約は預金１口ごとに取り扱います。その一部の解約はいたしません。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【通知預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約） 
（1） この預金を解約するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印して提出してくださ

い。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約） 
（追加）この預金を解約するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印して提出してくだ

さい。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 
（新設） 
 

 
 



新   旧   対   比   表 
 

【定期預金規定】（通帳式） 
改  正  後 改  正  前 

４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名押

印して通帳とともに提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名

押印して通帳とともに提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
 
【定期預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印して

提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印し

て提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 
（新設） 

 
 



新   旧   対   比   表 
 

【目  次】 
改  正  後 改  正  前 

 
１．自由金利型定期預金（大口定期） 
＜単利型＞ 
・大口定期預金規定（通帳式）･･････････････････････････①~⑥ 
・大口定期預金規定（証書式）･･････････････････････････⑦~⑫ 
・自動継続大口定期預金規定（通帳式）･･････････････････⑬~⑱ 
 
２ 自由金利型定期預金（スーパー定期） 
＜単利型＞ 
・スーパー定期預金規定（通帳式）･･････････････････････⑲~○23  
・スーパー定期預金規定（証書式）･･････････････････････○24 ~○28  
・自動継続スーパー定期預金規定（通帳式）･･････････････○29 ~○34  
（削除） 
 
 
 
 
 
３ 自由金利型定期預金（スーパー定期３００） 
＜単利型＞ 
・スーパー定期３００預金規定（通帳式）････････････････○35 ~○39  
・スーパー定期３００預金規定（証書式）････････････････○40 ~○44  
・自動継続スーパー定期３００預金規定（通帳式）････････○45 ~○50  
（削除） 
 
 
 
 
４ 変動金利定期預金規定 
＜単利型＞ 
・変動金利定期預金規定（通帳式）･･････････････････････○51 ~○55  

・変動金利定期預金規定（証書式）･･････････････････････○56 ~○60  
（削除） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
１．自由金利型定期預金（大口定期） 
＜単利型＞ 
・大口定期預金規定（通帳式）･･････････････････････････①~⑤ 
・大口定期預金規定（証書式）･･････････････････････････⑥~⑩ 
・自動継続大口定期預金規定（通帳式）･･････････････････⑪~⑮ 
 
２ 自由金利型定期預金（スーパー定期） 
＜単利型＞ 
・スーパー定期預金規定（通帳式）･･････････････････････⑯~⑲ 
・スーパー定期預金規定（証書式）･･････････････････････○20 ~○23  
・自動継続スーパー定期預金規定（通帳式）･･････････････○24 ~○28  
＜複利型＞ 
・スーパー定期預金規定（通帳式）･･････････････････････○29 ~○32  
・スーパー定期預金規定（証書式）･･････････････････････○33 ~○36  
・自動継続スーパー定期預金規定（通帳式）･･････････････○37 ~○40  
 
３ 自由金利型定期預金（スーパー定期３００） 
＜単利型＞ 
・スーパー定期３００預金規定（通帳式）････････････････○41 ~○44  
・スーパー定期３００預金規定（証書式）････････････････○45 ~○48  
・自動継続スーパー定期３００預金規定（通帳式）････････○49 ~○53  
＜複利型＞ 
・スーパー定期３００預金規定（通帳式）････････････････○54 ~○57  
・スーパー定期３００預金規定（証書式）････････････････○58 ~○61  
・自動継続スーパー定期３００預金規定（通帳式）････････○62 ~○65  
 
４ 変動金利定期預金規定 
＜単利型＞ 
・変動金利定期預金規定（通帳式）･･････････････････････○66 ~○69  

・変動金利定期預金規定（証書式）･･････････････････････○70 ~○73  
＜複利型＞ 
・変動金利定期預金規定（通帳式）･･････････････････････○74 ~○76  
・変動金利定期預金規定（証書式）･･････････････････････○77 ~○80  
 
 
 
 
 

 
 
 



新   旧   対   比   表 
【大口定期預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻

請求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
【大口定期預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印して

当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印し

て当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
【自動継続大口定期預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名押

印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名

押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 
（新設） 

 
 



新   旧   対   比   表 
 

 
【＜単利型＞スーパー定期預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻

請求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜単利型＞スーパー定期預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印して

当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印し

て当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜単利型＞自動継続スーパー定期預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名押

印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名

押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 
（新設） 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞スーパー定期預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 
 
 
 
 
 
 
                     
 

 
１．（預金の支払時期） 

 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利息） 
 
   

４．（預金の解約，書替継続） 
 
   

５．（届出事項の変更，通帳の再発行等） 
 
   

６．（印鑑照合） 
 
   

７．（譲渡，質入れの禁止） 
 
   

８．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞スーパー定期預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

 
１．（預金の支払時期） 

 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利息） 
 
   

４．（預金の解約，書替継続） 
 
   

５．（届出事項の変更，証書の再発行等） 
 
   

６．（印鑑照合） 
 
   

７．（譲渡，質入れの禁止） 
 
  

８．（証書の効力） 
 
 

９．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞自動継続スーパー定期預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

 
１．（自動継続） 

 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利息） 
 
   

４．（預金の解約，書替継続） 
 
   

５．（届出事項の変更，通帳の再発行等） 
 
   

６．（印鑑照合） 
 
   

７．（譲渡，質入れの禁止） 
 
   

８．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



新   旧   対   比   表 
 

 
【＜単利型＞スーパー定期３００預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻

請求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
 
【＜単利型＞スーパー定期３００預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印して

当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印し

て当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜単利型＞自動継続スーパー定期３００預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
４．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名押

印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

４．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請求書に届出の印章により記名

押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと 

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 
（新設） 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞スーパー定期３００預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

１．（預金の支払時期） 
 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利息） 
 
   

４．（預金の解約，書替継続） 
 
   

５．（届出事項の変更，通帳の再発行等） 
 
   

６．（印鑑照合） 
 
   

７．（譲渡，質入れの禁止） 
 
   

８．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞スーパー定期３００預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

 
１．（預金の支払時期） 

 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利息） 
 
   

４．（預金の解約，書替継続） 
 
   

５．（届出事項の変更，証書の再発行等） 
 
   

６．（印鑑照合） 
 
   

７．（譲渡，質入れの禁止） 
 
  

８．（証書の効力） 
 
 

９．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞自動継続スーパー定期３００預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

 
１．（自動継続） 

 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利息） 
 
   

４．（預金の解約，書替継続） 
 
   

５．（届出事項の変更，通帳の再発行等） 
 
   

６．（印鑑照合） 
 
   

７．（譲渡，質入れの禁止） 
 
   

８．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



新   旧   対   比   表 
 

【＜単利型＞変動金利定期預金規定】（通帳式） 
改  正  後 改  正  前 

５．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

５．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を自動解約入金方式以外の方法で解約または書替継続するときは，当金庫所定の払戻

請求書に届出の印章により記名押印して通帳とともに当店に提出してください。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新規） 
 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜単利型＞変動金利定期預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
５．（預金の解約，書替継続） 
（1） この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印して

当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（2） この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各号

の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知することによ

りこの預金口座を解約することができるものとします。なお、この解約によって生じた損害について

は、当金庫は責任を負いません。また、この解約により当金庫に損害が生じたときは、その損害額を

お支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者、暴力団準構成員、

暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等、その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し、または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
Ａ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
Ｂ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 
Ｃ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってす

るなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
Ｄ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる

関係を有すること 
Ｅ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
  A 暴力的な要求行為 B 法的な責任を超えた不当な要求行為 
  C 取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
  D 風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
E その他前記AからDに準ずる行為 

 
 

５．（預金の解約，書替継続） 
（追加）この預金を解約または書替継続するときは，証書裏面の受取欄に届出の印章により記名押印し

て当店に提出してください。ただし，自動解約入金方式の場合には，記名押印は不要です。 
 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 

（新設） 

 
（平成２６年４月１日現在） 

 

 
（新設） 
 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞変動金利定期預金規定】（通帳式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

 
１．（預金の支払時期） 

 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利率の変更） 
 
   

４．（利息） 
 
 
５．（預金の解約，書替継続） 

 
   

６．（届出事項の変更，通帳の再発行等） 
 
   

７．（印鑑照合） 
 
   

８．（譲渡，質入れの禁止） 
 
   

９．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【＜複利型＞変動金利定期預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（削除） 

 
１．（預金の支払時期） 

 
   

２．（証券類の受入れ） 
 
   

３．（利率の変更） 
 
   

４．（利息） 
 
 
５．（預金の解約，書替継続） 

 
   

６．（届出事項の変更，証書の再発行等） 
 
   

７．（印鑑照合） 
 
   

８．（譲渡，質入れの禁止） 
 
   

９．（証書の効力） 
 
10．（保険事故発生時における預金者からの相殺） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
 
【譲渡性預金規定】（証書式） 

改  正  後 改  正  前 
4. (預金の解約) 
 (1) この預金は，満期日前に解約することはできません。 
 (2) この預金を満期日以後に解約するときは，右記の受取欄に届出の印章により記名押印して表面に

記載の取扱店に提出してください。 
(3)  この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各

号の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知すること

によりこの預金口座を解約することができるものとします。なお，この解約によって生じた損害に

ついては，当金庫は責任を負いません。また，この解約により当金庫に損害が生じたときは，その

損害額をお支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が，暴力団，暴力団員，暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者，暴力団準構成員，

暴力団関係企業，総会屋等，社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等，その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し，または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
A暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
B暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 

C自己，自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもって

するなど，不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
D暴力団員等に対して資金等を提供し，または便宜を供与するなどの関与をしていると認められ

る関係を有すること 
E役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
    A暴力的な要求行為 B法的な責任を超えた不当な要求行為， 

C取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
    D風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
AEその他前記 からDに準ずる行為 

 
 

4. (預金の解約) 
 (1) この預金は，満期日前に解約することはできません。 
 (2) この預金を満期日以後に解約するときは，右記の受取欄に届出の印章により記名押印して表面に

記載の取扱店に提出してください。 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 
 

（新設） 

 
 
 
 
 
 
 
 



新   旧   対   比   表 
【譲渡性預金規定】（証書不発行式） 

改  正  後 改  正  前 
4. (預金の解約) 
 (1) この預金は，満期日前に解約することはできません。 
 (2) この預金を満期日以後に解約するときは，右記の受取欄に届出の印章により記名押印して表面に

記載の取扱店に提出してください。 
(3)  この預金口座は，次の各号のいずれにも該当しない場合に利用することができ，次の各号の一つ

にでも該当する場合には，当金庫はこの預金口座の開設をお断りするものとします。また，次の各

号の一つにでも該当した場合には，当金庫はこの預金取引を停止し，または預金者に通知すること

によりこの預金口座を解約することができるものとします。なお，この解約によって生じた損害に

ついては，当金庫は責任を負いません。また，この解約により当金庫に損害が生じたときは，その

損害額をお支払いください。 
 ① この預金の預金者が口座開設申込時にした表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場

合 
 ② 本人が，暴力団，暴力団員，暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者，暴力団準構成員，

暴力団関係企業，総会屋等，社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等，その他これらに準ず

る者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当し，または次のＡからＥまでのいずれかに該当

することが判明した場合 
A暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 
B暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 

C自己，自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもって

するなど，不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 
D暴力団員等に対して資金等を提供し，または便宜を供与するなどの関与をしていると認められ

る関係を有すること 
E役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す

ること 
 ③ この預金の預金者が，自らまたは第三者を利用して，次のAからEまでのいずれかに該当する行為

をした場合 
    A暴力的な要求行為 B法的な責任を超えた不当な要求行為， 

C取引に関して，脅迫的な言動をし，または暴力を用いる行為 
    D風説を流布し，偽計を用いまたは威力を用いて当金庫の信用を毀損し，または当金庫の業務を妨

害する行為 
AEその他前記 からDに準ずる行為 

 
 

4. (預金の解約) 
 (1) この預金は，満期日前に解約することはできません。 
 (2) この預金を満期日以後に解約するときは，右記の受取欄に届出の印章により記名押印して表面に

記載の取扱店に提出してください。 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9．（規定の改正） 
この規定を改正する場合は，店頭表示または当金庫ホームページにおいて改正内容を告知することと

し，改正後の規定については，告知に記載の適用開始日以降の取引から適用するものとします。また，

改正後の規定は，すでに取引のある預金者にも適用されます。 
 

（新設） 

 


	新旧対比表
	①新旧対比表（通知預金規定）
	②新旧対比表（定期預金規定）
	③新旧対比表（定期預金規定集：大口定期）
	④新旧対比表（定期預金規定集：スーパー定期）
	⑤新旧対比表（定期預金規定集：スーパー定期３００）
	⑥新旧対比表（定期預金規定集：変動金利定期）

	⑦新旧対比表（譲渡性預金規定）

